
眼科学教室業績 

Ⅰ. 講演 

 

1. 永井由巳，髙橋寛二，大路正人，岡田アナベルあやめ，小林正人，松田淑美，寺野泰弘： ALTAIR 

Study: baseline features affecting week 16 fluid status in nAMD patients. 第124回日本眼

科学会総会．東京・ハイブリッド．2020 年 4 月 16-19 日． 

2. 藤田愛，片岡恵子，武内潤，浅井景子，中野友哉子，堀口悦代，伊藤逸毅，寺﨑浩子：OCT 

angiography を用いた滲出性黄斑疾患の鑑別．第 124 回日本眼科学会総会．オンライン．2020

年 4 月 16 日． 

3. 林勇海，慶野博，中山真紀子，渡辺交世，安藤良将，岡田アナベルあやめ：両眼強度近視患

者に発症した交感性眼炎の一例．第 124 回日本眼科学会総会．東京・ハイブリッド．2020

年 4 月 17 日． 

4. 長谷川英一，園田康平，南場研一，岡田アナベルあやめ，大黒伸行，後藤浩（日本眼炎症学

会）：2016 年度ぶどう膜炎全国疫学調査の結果報告．第 124 回日本眼科学会総会．東京・ハ

イブリッド．2020 年 4 月 16-19 日． 

5. Hayakawa R, Komoike K1, Kawakami H2, Morishima M1, Shimizu K3, Kitahara S1, 
Fujieda H1, Ezaki T1 (1 Tokyo Women’s Medical University, 2 Department of Anatomy, 3 
Toho University) : Ectopic cells found in the multilayered basal laminae of 
the choriocapillaris. 第 124 回日本眼科学会総会．オンライン．2020 年 4 月 16 日-19 日． 

6. Takase H, Smith J, Acharya N, Thorne J, McCluskey P, Bodaghi B, Khairallah M, Babu 
K, Tesavibul N, Tugal-Tutkun I, Yamamoto J, Rao N, Mochizuki M, for the 7th IWOS 
Study Group：Expert recommendations for management of ocular sarcoidosis．オンライ

ン．2020 年 5 月 3-6 日． 

7. Mitchell P, Holz FG, Hykin P, Midena E, Okada AA, Souied E, Takahashi K, Wolf S, 
Allmeier H, Lambrou G, Schmelter T, Ohji M：Comparison of treat-and-extend (T&E) 

dosing regimens and visual outomes in the ARIES and ALTAIR studies of intravitreal 
aflibercept in neovascular age-related macular degeneration (nAMD)．オンライン．2020

年 5 月 3-6 日． 

8. 北善幸：シンポジウム３ 機能は本当に構造の後なのか？視野検査の立場から．第 9 回日本

視野画像学会学術集会．オンライン．2020 年 5 月 22-23 日． 

9. 厚東隆志：In と out で理解する硝子体手術．ひとみ会 web lecture，オンライン，2020 年 6

月 12 日． 

10. 厚東隆志：新型コロナ流行下における RVO 診療．Novartis Pharma Web Symposium．オ

ンライン．2020 年 6 月 18 日． 

11. 角田麻理, 鈴木由美, 安藤理恵, 吉野浩, 富田茜, 満川忠宏, 永根基雄, 平形明人：両側の視神



経膠腫（Optic Pathway Glioma: OPG）を伴った神経線維腫症Ⅰ型の 1 例. 第 45 回日本小

児眼科学会・第 76 回日本弱視斜視学会合同学会. オンライン. 2020 年 7 月 3 日～16 日. 

12. Inoue M: PRO Vitrectomy for Non-Tractional DME. Debate. Surgical Controversies in 
Vitreo-retinal Surgery: The Debate Early Vitrectomy for Non Tractional DME vs. Repeat 

IVT Injections. World Ophthalmology Congress 2020. オンライン. 2020 年 6 月 26-29 日. 

13. 岡田アナベルあやめ：招待講演 英文論文執筆の 10 Important Dos and Don’ts．Green Club

座談会．オンライン．2020 年 7 月 18 日． 

14. Inoue M, Hirakata A: Intraoperative OCT guided vitrectomy for optic pit maculopathy. 
ASRS 2020. オンライン．2020 年 7 月 24-29 日. 

15. 今野公士：最新 IPL 光治療セミナー．IPL 治療の実際．日本ルミナスウェブセミナー．オン

ライン．2020 年 8 月 7 日. 

16. Inoue M. Intraoperative OCT assisted intrascleral fixation of intraocular lens. APRIS 
Annual meeting 2020 Virtual. オンライン．2020 年 8 月 20-21 日. 

17. 山田昌和：コンタクトレンズアップデート．第 99 回東京医大眼科臨床懇話会．オンライン．

2020 年 9 月 3 日． 

18. Inoue M, Hirakata A: Risk factors for primary failure of vitrectomy without laser for optic 
pit maculopathy. Club Jules Gonin: XXXIInd Meeting オンライン．2020 年 9 月 3-5 日． 

19. 岡田アナベルあやめ：特別講演 Medical Retina とぶどう膜炎における生物学製剤療法．第

12 回福島眼科シンポジウム．オンライン．2020 年 9 月 5 日． 

20. 井上真：Heads-up 手術を用いた黄斑前膜手術．11 th Kanagawa Retina Forum. 横浜．2020

年 9 月 11 日． 

21. 井上真：パーフェクトマッチング．NGENUITY®と 27G ベベルドカッター．Alcon area 

seminar in Fukuoka．オンライン．2020 年 9 月 11 日． 

22. 林勇海, 慶野博, 中山真紀子, 安藤良将, 岡田アナベルあやめ：虹彩の血管新生を伴った小児

片眼性肉芽腫性前部ぶどう膜炎の 1 例．ぶどう膜炎カンファレンス．オンライン．2020 年 9

月 11 日． 

23. 岡田アナベルあやめ：ぶどう膜炎臨床試験におけるフレアフォトメトリ標準化動向について．

特別講演、レーザーフレアーメーターWeb カンファ．オンライン．2020 年 9 月 14 日． 

24. 井上真：糖尿病網膜症マネージメント．第 7 回 Urayasu Macular Club. 浦安．2020 年 9 月

25 日． 

25. 今野公士：流涙症治療アップデート〜その涙、本当ですか〜．興和創薬社内講演会．三鷹市．

2020 年 9 月 25 日. 

26. 重安千花：明日から役立つドライアイ診療．杏林アイセンターオンライン講演会．オンライ

ン．2020 年 10 月 1 日． 



27. Okada AA, Takahashi K, Matsuda Y, Sasaki K, Moon SC, Ohji M：Baseline features 

affecting week 16 fluid status in patients with exudative age-related macular 
degeneration treated with intravitreal Aflibercept in a Treat-and-Extend Regimen: 
Post-hoc Analysis of the ALTAIR Study．EURETINA．オンライン．2020 年 10 月 1-4 日． 

28. Ohji M, Okada AA, Sasaki K, Moon SC, Machewitz T, Takahashi K：Relationship 

between retinal fluid and visual outcomes in patients with exudative age-related macular 
degeneration treated with intravitreal aflibercept using a treat-and-extend regimen: 
Post-hoc analysis of the ALTAIR Study．EURETINA．オンライン．2020 年 10 月 1-4 日． 

29. Mitchell P, Holz FG, Hykin P, Midena E, Okada AA, Souied E, Takahashi K, Wolf S, 
Allmeier H, Lambrou G, Schmelter T, Ohji M：Comparison of treat-and-extend dosing 

regimens and visual outomes in the ARIES and ALTAIR studies of intravitreal 
aflibercept in neovascular age-related macular degeneration．EURETINA．オンライン．

2020 年 10 月 1-4 日． 

30. 北善幸：新しい緑内障手術．多摩地区地域医療連携 WEB 講演会．オンライン．2020 年 10

月 1 日． 

31. 齊藤恒浩，北善幸，村井顕子，江本宜暢，角田和繁，平形明人：網膜電位計 RETeval を用い

て測定した photopic negative response の白内障術前後の変化．第 31 回日本緑内障学会．オ

ンライン．2020 年 10 月 2 日-4 日 

32. 鎌田沙知衣，齊藤恒浩，江本宜暢，北善幸：続発緑内障に対してマイクロパルス毛様体光凝

固術を施行した 1 例．第 63 回東京多摩地区眼科集談会．オンライン．2020 年 10 月 10 日． 

33. 山田昌和：診療ガイドラインに基づくドライアイ治療．第 74 回日本臨床眼科学会シンポジウ

ム１ 新しい診療ガイドラインに基づいたドライアイ診療．オンライン．2020 年 10 月 15

日． 

34. 鎌尾知行，白石敦，山田昌和，坂井譲，大橋裕一（TS-1 スタディワーキンググループ）：TS-1

の眼障害発現時期に影響する因子 TS-1 による眼障害スタディから．第 74 回日本臨床眼科

学会．オンライン．2020 年 10 月 15 日． 

35. 渡辺仁，島崎潤，横井則彦，山田昌和：ドライアイスペシャリストの老舗こだわり講座 イ

ンストラクションコース．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15 日． 

36. 丸子留佳， 丸子一朗,  古泉英貴,  山本亜希子,  小笠原雅,  板垣可奈子,  岡田アナベルあ

やめ,  石龍鉄樹,  飯田知弘：アフリベルセプト導入期治療後に滲出が残存する滲出型加齢黄

斑変性の特徴．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15 日． 

37. 山田昌和：視機能低下による不具合は多岐にわたる．第 74 回日本臨床眼科学会 シンポジウ

ム 12 人生 100 年時代の眼科医療．オンライン．2020 年 10 月 16 日． 

38. 重安千花，山田昌和，福田昌彦，高静花，土至田宏，大家義則，子島良平，江口洋，鈴木崇，

川崎良，西田幸二：コンタクトレンズによる重篤な眼障害の全国調査．第 74 回日本臨床眼科



学会．オンライン．2020 年 10 月 16 日． 

39. 山田昌和，鎌尾知行，白石敦，坂井譲，大橋裕一（TS-1 スタディワーキンググループ）：TS-1

の涙液中薬物動態 TS-1 による眼障害スタディ報告．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライ

ン．2020 年 10 月 16 日． 

40. 平塚義宗，川崎良，小野浩一，山田昌和，山下英俊：眼科医のための臨床疫学研究デザイン

塾 4 臨床研究のピットフォール．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月

16 日． 

41. 中山真紀子，慶野博，渡辺交世，安藤良将，林勇海，阿部慎也, 岡田アナベルあやめ：原田

病初発例における中心窩下脈絡膜厚を指標とした臨床像の検討．第 74 回日本臨床眼科学会．

オンライン．2020 年 10 月 16 日． 

42. 阿部慎也，中村友子，奥村詠里香，岡田アナベルあやめ，林篤志：Vogt・小柳・原田病にお

ける脈絡膜血流の長期経時変化．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 16

日． 

43. 厚東隆志：See more 手術を可視化するヘッズアップサージェリー．第 74 回日本臨床眼科学

会総会．東京．2020 年 10 月 15-18 日． 

44. 厚東隆志：術中光干渉断層計による術中診断 ～Rescan と EnFocus DEEP～．第 74 回日本

臨床眼科学会総会．東京．2020 年 10 月 15-18 日． 

45. 厚東隆志：BRVO のより良い治療を目指して．第 74 回日本臨床眼科学会総会．東京．2020

年 10 月 15-18 日． 

46. 水野雅春，井上真，厚東隆志，平形明人：難治性黄斑円孔に対する意図的黄斑剥離を併用し

た硝子体手術の有用性．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

47. 加藤悠，井上真，平形明人：黄斑部硝子体皮質除去による裂孔原性網膜剥離術後の黄斑上膜

発生予防の検討．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

48. 福本隆基，廣田和成，井上真，平形明人：若年者の鈍的眼外傷による後嚢破裂の 2 例．第 74

回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

49. 成田文洋，北善幸，齊藤恒浩，平形明人：進行性の視野障害を認めた乳頭周囲ピットの 1 例．

第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

50. 重安千花：眼科クリニックにおけるドライアイ受療患者の実態調査: DECS-J より明らかに

なったこと．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

51. 重安千花：明日から使える眼表面の層別診断～コツと臨床の実際～TFOD リアルワールドデ

ータ．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

52. 山田昌和：ドライアイ治療の最近の進歩．第 72 回眼科専門医制度講習会．オンライン．2020

年 10 月 17 日． 

53. 井上真：硝子体手術のイノベーション．HYPERVITÒ＆NGENUITYÒ．第 74 回日本臨床眼



科学会ランチョンセミナー．オンライン．2020 年 10 月 17 日． 

54. 厚東隆志：シンポジウム デジタル支援硝子体手術の可能性. 第74回日本臨床眼科学会総会．

オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

55. 鈴木智, 後藤英樹, 山口昌彦, 福田憲, 近間泰一郎, 重安千花：インストラクションコース: 

Ocular Surface の症例検討会 (2nd session)．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020

年 10 月 15-18 日． 

56. 松澤亜紀子, 月山純子, 高静花, 重安千花：インストラクションコース: 眼障害例から学ぶコ

ンタクトレンズのきほん．第 74 回日本臨床眼科学会．オンライン．2020 年 10 月 15-18 日． 

57. 園田康平, 慶野博, 蕪城俊克, 楠原仙太郎：ぶどう膜炎続発緑内障における ROCK 阻害点眼

薬グラナテックの可能性を探る．第 74 回日本臨床眼科学会総会．オンライン．2020 年 10

月 17 日． 

58. 今野公士：流涙症治療アップデート〜その涙、本当ですか〜．兵庫涙道角膜ドライアイ Gym．

オンライン．2020 年 10 月 22 日． 

59. 重安千花：シンポジウム : ガイドラインから一歩踏み込む真菌症診察 眼科領域における真

菌感染症．第 67 回日本化学療法学会東日本支部総会・第 69 回日本感染症学会東日本地方会

学術集会 合同学会．オンライン．2020 年 10 月 23 日． 

60. 岡田アナベルあやめ：見たいところが見えない！加齢黄斑変性ってどんな病気？市民公開講

座、仙台・オンライン．2020 年 11 月 1 日． 

61. 井上真：デジタル支援硝子体手術．慶大眼科オータムセミナー2020．東京．2020 年 11 月 1

日． 

62. 齋藤翔子，中山真紀子，篠原大佑，山本亜希子，岡田アナベルあやめ：AMD 治療における

抗 VEGF 薬の炎症性副作用．第 22 回西東京眼科フォーラム．東京．2020 年 11 月 4 日． 

63. 岡田アナベルあやめ：招待講演 Masquerading infection: when should you suspect it?．

Jakarta Eye Center Saturday Seminar．オンライン．2020 年 11 月 7 日． 

64. 岡田アナベルあやめ：招待講演 The gap between WHO treatment for extrapulmonary 

tuberculosis and real-world ocular tuberculosis．Jakarta Eye Center Saturday Seminar．

オンライン．2020 年 11 月 7 日． 

65. Ohji M, Okada AA, Sasaki K, Moon SC, Machewitz T, Takahashi K. Relationship 
between retinal fluid and BCVA in patients with nAMD treated with IVT-AFL T&E: 
Post-hoc analysis of the ALTAIR Study. Annual Meeting of the American Academy of 
Ophthalmology, オンライン．2020 年 11 月 14 日-17 日. 

66. 岡田アナベルあやめ、名畑浩昌：招待講演 眼科臨床での COVID-19 対策．武蔵野市眼科医

会講演会．武蔵野市・ハイブリッド．2020 年 11 月 18 日． 

67. 今野公士：流涙診療アップデート～涙管チューブの変遷～．日本点眼、ロート製薬株式会社



社内講演会．品川．2020 年 11 月 20 日． 

68. 平形明人：ロービジョンケア～チーム医療の大切さ～.第 6 回 Medical Forum. 名古屋, オン

ライン, 2020 年 11 月 21 日. 

69. 北善幸：OCT 活用による緑内障診療．大塚製薬株式会社オンライン社内研修会．オンライン．

2020 年 11 月 27 日．  

70. 井上真：My way is 3D Digitally Assisted Surgery & HYPERVIT®．第 59 回日本網膜硝子

体学会ランチョンセミナー．福岡．2020 年 11 月 28 日． 

71. 片岡恵子，牛田宏昭，堀口悦代，中野友哉子，伊藤逸毅：Brolucizumab 投与後に生じた網

膜血管炎の 2 例の特徴と治療経過．第 59 回日本網膜硝子体学会総会．オンライン．2020 年

11 月 28 日． 

72. 井上真：データサイエンスと網膜硝子体手術．第 59 回日本網膜硝子体学会シンポジウム．福

岡．2020 年 11 月 27-29 日． 

73. 水野雅春，井上真，厚東隆志，平形明人：術中光干渉断層計を用いた内境界膜剥離前後にお

ける黄斑円孔の形態評価．第 59 回日本網膜硝子体学会．福岡．2020 年 11 月 27-29 日． 

74. 野地将，水野雅春，井上真，厚東隆志，平形明人：裂孔原性網膜剥離の硝子体術後に生じる

Multiple subretinal fluid blebs．第 59 回日本網膜硝子体学会．福岡．2020 年 11 月 27-29

日． 

75. 成田文洋，北善幸，江本宣暢，石田友香，佐野公彦，平形明人：増殖糖尿病網膜症に合併し

た血管新生緑内障に対するチューブシャント手術の成績．第 59 回日本網膜硝子体学会総会．

福岡．2020 年 11 月 27-29 日． 

76. 百田陽介，北善幸，齊藤恒浩，角田和繁，平形明人：RETeval を用いて測定した photopic 

negative response に影響を与える因子についての検討．第 59 回日本網膜硝子体学会総会，

福岡．2020 年 11 月 27-29 日． 

77. 岡野佳那，石田友香，井上真，平形明人：乳頭周囲ぶどう腫を伴う視神経乳頭の乳頭ピット
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